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【平成２０年度 適性検査Ⅰ 解答例】

研究１ 課題１ （例）

１００ホットケーキ１枚あたりの牛乳の量は ｍｌ８

１００ ６６００６６枚分の牛乳の量は ×６６＝８ ８

＝８２５（ｍｌ）

したがって、牛乳の余りを少なくするには、９００ｍｌ分の牛乳パ

ックを買えばよい。

牛乳パックの買い方

（２００ｍｌの牛乳パック２個、５００ｍｌの牛乳パック１個）

課題２ （例）

カップケーキを３皿分１２個作り、ドーナツを３皿分２４個作ると

すると

小麦粉は５０×３＋１６０×３＝６３０（ｇ）

砂とうは４０×３＋ ３２×３＝２１６（ｇ）

となり、作ることができる。

カップケーキを５皿分２０個作り、ドーナツを２皿分１６個作ると

すると

小麦粉は５０×５＋１６０×２＝５７０（ｇ）

砂とうは４０×５＋ ３２×２＝２６４（ｇ）

となり、作ることができる。

カップケーキ３皿 カップケーキ５皿

ドーナツ ３皿 ドーナツ ２皿

研究２ 課題１ （例）

・ 汚れた空気を出したり、多くの二酸化炭素を出したりせずに発

電できるかん境にやさしい発電方法だから。

・ 地熱や太陽光、風力は自然の中にあるずっと使えるエネルギー

なので、資源がなくなる心配がない発電方法だから。

など

課題２ みどりさんの予想

（例）

・各家庭のエアコンの台数が増えるなど、家庭内での電化製品が増

えていくから。
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・技術の進歩により、新しい家庭用電化製品が次々に開発されるか

ら。 など

あきらさんの予想

（例）

・電気の使用量が少ない省エネルギーの電化製品が開発されるか

ら。

・省エネルギーへの国民の意識が高まり、節電が進むから。

など

研究３ 課題１ (例)

まず、氷と水がまじっている状態のところにこの温度計をさし、温

度が下がらなくなった時の位置を０℃として印をつける。

次に、水がふっとうしている状態のところにこの温度計をさし、温

度が上がらなくなった時の位置を１００℃として印をつける。

課題２ (例)

０℃の印から１００℃の印までのはばは１８ cmだから、
１８÷１００＝０．１８ つまり、１℃あたり０．１８ cm だとわ
かる。

０℃の印から部屋の温度の印までのはばが２．７ cmだから、
２．７÷０．１８＝１５ したがって、部屋の温度は１５℃であ

ることがわかる。

研究４ 課題１ （例）

・いろいろな経験をして、あせらずに人としての土台を作っておく

ということ。

・若者があせることなくそのときしなくてはならないことをしっか

りと行うこと。

など

課題２ （例）

・大きな木に教わったことへの感謝の気持ちをこめて大きな木の命

をつなげたいと思ったから。

・自分が大きな木に救われたように、木の実を植えることで、植え

た木の実から育った木に他の人たちも救われることを願っている

から。

など


